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令和７年４月１日施行 脱炭素大改正による教材の訂正等 No.７ 

〔環境 全回〕 
2025年4月20日 

2025年目標 ＴＡＣ 一級建築士講座 

・この資料は環境 全回についてのものです。 

・環境 テキストの訂正等は次表のとおりです。 

日付 頁 誤 正 

4/20 

P129 ℓ14 
…に 2408 2709 R0209 増加… …になると約６ｄＢ増加… 

出題年度は右欄に記入してください。 

P162 ℓ38～ 

P163 ℓ1 
【３ページの※１に差し替え。切り貼りしてください】 

P163右欄 ℓ5～ℓ9 図を削除 

P163 ℓ12～ℓ33 【３ページの※２に差し替え。切り貼りしてください】 

P173 ℓ3～ℓ8 【５ページの※３に差し替え。切り貼りしてください】 

P174 ℓ22 
設計一次エネルギー消費量 ≦ 基準一次エネルギー消費量 ➡ ＢＥＩ≦ 1.0 

上記下線部分（➡以降）を追加。 

P174 ℓ32 【５ページの※４を追加。切り貼りしてください】 

P174 ℓ35 
建築物のエネルギー消費性能の向上に関

する法律… 

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関す

る法律… 

P175 ℓ32 
設計一次エネルギー消費量 ≦ 基準一次エネルギー消費量 ➡ ＢＥＩ≦ 1.0 

上記下線部分（➡以降）を追加。 

P176 ℓ1～ℓ39 【７ページの※５に差し替え。切り貼りしてください】 

P177 ℓ1～ℓ12 削除 

P300右欄 ℓ9～ℓ10 
…開放し R0617を… …開放したものを… 

出題年度は下に記入してください。 

 
・環境 項目別問題集の訂正等は次表の通りです。 

日付 頁 誤 正 

4/20 

P141 No.378解説 【９ページの※６に差し替え。切り貼りしてください】 

P140 No.379問題 …５段階の… 削除 

P140 No.381問題 …５段階の… 削除 

P142 No.384問題 

P143 No.384解説 

建築物のエネルギー消費性能の向上に関

する法律… 

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関す

る法律… 

P146 No.403問題 

P147 No.403解説 

建築物のエネルギー消費性能の向上に関

する法律… 

建築物のエネルギー消費性能の向上等に関す

る法律… 

P148 No.406問題 

P149 No.406解説 

削除 

以上のとおり、訂正をお願いいたします。 
バーコード版下印刷

2025建築士　一級学科　脱炭素大改正　訂正等NO7　環境全回

665-4103-1001-18 665-4103-1001-18 665-4103-1001-18

665-4103-1001-18 665-4103-1001-18 665-4103-1001-18

665-4103-1001-18 665-4103-1001-18665-4103-1001-18
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※１　テキストへの切り貼り用

※２　テキストへの切り貼り用
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③ERR（一次エネルギー低減率）
　建築物の各設備システムを統合化した評価指標として、ERR（一次エネル
ギー低減率：Energy Reduction Rate）がある。ERRは、「評価建物の省エネルギー
量の合計」を「評価建物の基準となる一次エネルギー消費量」で除した値で、
レベル１～５の５段階評価で示し、省エネレベルの高い方を５、低い方を１と
して評価する。

ＥＲＲ＝ 評価建物の省エネルギー量の合計
評価建物の基準となる一次エネルギー消費量

5 BREEAM
　ＢＲＥＥＡＭとは、1990 年にイギリスで開発された、総合環境性能評価シス
テムである。世界で最初の環境価値評価指標であり、英国外でも広く利用されて
いる。認定レベルは、合格・良い・とても良い・素晴らしい・とても素晴らしい
の５段階に分けられている。

6 LEED
　ＬＥＥＤとは、1996 年にアメリカで開発された、総合環境性能評価システム
である。ＬＥＥＤ認証を受けるためには、いくつかの必須条件を満たし、選択項
目のポイントを取得する。その取得したポイント数によって認定レベルが決めら
れ、認定レベルは、標準・シルバー・ゴールド・プラチナの４段階に分けられて
いる。

7 BELS（建築物省エネルギー性能表示制度）
　省エネ性能等に関する評価・表示を、第三者機関が行う制度である。BELS は、
一次エネルギー消費量及び BEI で評価する。
①BELS

　BELS は、BEI に基づいた省エネ性能に応じて、「再エネ設備のない住宅」
では５段階（☆０～４）、「再エネ設備のある住宅」及び「非住宅」では７段階

（☆０～６）の☆の数で格付けされたものであり、この☆の数が増えるほど、
省エネ性能が高い建築物であることを示す。

2520  R0520  

 R0220   R0620  

BELS：Building Energy-
efficiency Labeling System
の略。

 R0620  

2920 
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（☆０～６）の☆の数で格付けされたものであり、この☆の数が増えるほど、
省エネ性能が高い建築物であることを示す。
　また、CASBEE は総合的な環境評価であるのに対し、BELS は一次エネル
ギー消費量に特化した指標で評価される。
②BEI

　BEI（Building Energy Index）は、「設計一次エネルギー消費量」を「基準
一次エネルギー消費量」で除した値であり、省エネ基準に対する指数である。
数値が小さいほど BELS の☆の数が増え、省エネ性能が高い建築物であるこ
とを示す。

ＢＥＩ＝ 設計一次エネルギー消費量
基準一次エネルギー消費量

各等級の考え方

表示星数 再エネ設備のない住宅 再エネ設備のある住宅
非住宅

　★★★★★★（６） － BEI ≦ 0.5

　★★★★★（５） － 0.5 ＜ BEI ≦ 0.6

　★★★★（４） BEI ≦ 0.7 0. 6 ＜ BEI ≦ 0.7

　★★★（３） 0.7 ＜ BEI ≦ 0.8 0. 7 ＜ BEI ≦ 0.8

　★★（２） 0.8 ＜ BEI ≦ 0.9 0. 8 ＜ BEI ≦ 0.9

　★（１） 0.9 ＜ BEI ≦ 1.0 0. 9 ＜ BEI ≦ 1.0

　－（０） 1.0 ＜ BEI 1.0 ＜ BEI

BELS（ガイドラインに基
づく第三者認証）

〈 基準レベル以上の省エネ
性能アピール〉

■ 新築時に、特に優れた省
エネ性能をアピール。

※既存建築物でも活用可能

2720  R0320   R0520  

ＢＥＬＳＣＡＳＢＥＥ

ＢＥＥ値 でランク付け ＢＥＩ値 でランク付け

大きいほど環境性能が高い 小さいほど省エネ性能が高い

総合的な環境評価指標。
ＢＥＥの算出には、
ＥＲＲやＢＥＩも使われる。

建築物の環境品質・性能

建築物の外部環境負荷

設計一次エネルギー消費量

基準一次エネルギー消費量
＝ ＝

H2720 一次エネルギー消費量に
特化した指標。
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（☆０～６）の☆の数で格付けされたものであり、この☆の数が増えるほど、
省エネ性能が高い建築物であることを示す。。
　また、CASBEE は総合的な環境評価であるのに対し、BELS は一次エネル
ギー消費量に特化した指標で評価される。
②BEI

　BEI（Building Energy Index）は、「設計一次エネルギー消費量」を「基準
一次エネルギー消費量」で除した値であり、省エネ基準に対する指数である。
数値が小さいほど BELS の☆の数が増え、省エネ性能が高い建築物であるこ
とを示す。

ＢＥＩ＝ 設計一次エネルギー消費量
基準一次エネルギー消費量

表示星数 再エネ設備のない住宅

　★★★★★★（６） －

　★★★★★（５） －

　★★★★（４） BEI ≦ 0.7

　★★★（３） 0.7 ＜ BEI ≦ 0.8

　★★（２） 0.8 ＜ BEI ≦ 0.9

　★（１） 0.9 ＜ BEI ≦ 1.0

　－（０） 1.0 ＜ BEI

BELS（ガイドラインに基
づく第三者認証）

〈 基準レベル以上の省エネ
性能アピール〉

■ 新築時に、特に優れた省
エネ性能をアピール。

※既存建築物でも活用可能

2720  R0320   R0520  

ＢＥＬＳＣＡＳＢＥＥ

ＢＥＥ値 でランク付け ＢＥＩ値 でランク付け

大きいほど環境性能が高い 小さいほど省エネ性能が高い

総合的な環境評価指標。
ＢＥＥの算出には、
ＥＲＲやＢＥＩも使われる。

建築物の環境品質・性能

建築物の外部環境負荷

設計一次エネルギー消費量

基準一次エネルギー消費量
＝ ＝

H2720 一次エネルギー消費量に
特化した指標。
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※３　テキストへの切り貼り用

※４　テキストへの切り貼り用
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第4節　省エネルギー基準

　社会経済情勢の変化に伴い、建築物における省エネルギー対策の抜本的強化が
必要となり、「建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律（建築物省エ
ネ法）」が施行された。
　建築物省エネ基準（建築物エネルギー消費性能基準）により、「住宅」の場合
は「外皮性能」と「一次エネルギー消費量」、「非住宅」の場合は「一次エネルギー
消費量」の基準に適合する義務がある。

　　　　住宅　：一次エネルギー消費量＋外皮性能
　　　　非住宅：一次エネルギー消費量

　なお、非住宅の外皮性能については、建築物エネルギー消費性能誘導基準にお
いて、その基準が定められている。

1．非住宅建築物の省エネルギー基準

　非住宅建築物の省エネルギー性能は、外皮性能を表す年間熱負荷係数（ＰＡＬ*）
と、一次エネルギー消費量によって評価する。

1年間熱負荷係数（PAL*：パルスター）
　建築物の外周部の断熱性能を評価する指標である。次式で与えられ、この値が
小さいほど、建築物の外周部の断熱性能が高く、省エネルギー性能が高い。

PAL*＝ 屋内周囲空間の年間熱負荷［MJ/ 年］
屋内周囲空間の床面積［m2］

　この値が、建物の用途別に地域（１～８地域）ごとに定められた
判断基準値以下となるようにしなければならない。つまり、次式を
満たすように、外壁、窓等の断熱化、日射の遮蔽、プラン等を検討
しなければならない。なお、PAL* の熱負荷は、潜熱負荷を含めて
評価を行う。

PAL* ≦ 判断基準値

ＰＡＬ*の判断基準値の例　　　単位［ＭＪ/㎡年］

建物用途
ＰＡＬ*

１地域 ２地域 ３地域 ４地域 ５地域 ６地域 ７地域 ８地域
事務所等 480 480 480 470 470 470 450 570
ホテル等 客室部 650 650 650 500 500 500 510 670

宴会場部 990 990 990 1260 1260 1260 1470 2220
病院等 病室部 900 900 900 830 830 830 800 980

非病室部 460 460 460 450 450 450 440 650

3020 

【用語】外
が い ひ

皮
外壁や窓等を外皮という。
告示では、外気等に接する
天井、壁、床及び開口部等
を「外皮等」と定義してい
る。ここで「外気等」とは、
外気又は外気に通じる床
裏、小屋裏、天井裏等をい
い、直接又は間接的に外気
と接する部分が「外皮等」
となる。また、共同住宅の
場合には、隣接する住戸又
は共用部に接する部分等も

「外皮等」に含まれる。

ＰＡＬ：Perimeter Annual 
Load

2320 2720  R0220   R0520  

熱負荷

部材を強くしなければならない。

大

荷重

熱負荷

大

空調を強くしなければならない。

暖房負荷 大 → 暖房を強くしなければならない。

冷房負荷 大 → 冷房を強くしなければならない。

力学

空調

第8章　建築設備と環境

174

5

10

15

20

25

30

35

①屋内周囲空間（ペリメーターゾーン）の年間熱負荷
　屋内周囲空間（ペリメーターゾーン）とは、（1）屋根及び外壁に基づくペリ
メーターゾーン、（2）外壁に基づくペリメーターゾーン、（3）外気に接する床
及び外壁に基づくペリメーターゾーンをいう。

　屋内周囲空間の年間熱負荷は、１年における次の熱による暖房負荷及び冷房
負荷の合計とする。
　イ．外気と屋内周囲空間との温度差によって外壁、窓等を貫流する熱
　ロ．外壁、窓等からの日射熱
　ハ．屋内周囲空間で発生する熱
　ニ．取入外気の熱

2一次エネルギー消費量
　評価対象となる建築物において、実際の建築物の設計仕様で算定した「設計一
次エネルギー消費量」が、標準的な設備で算定した「基準一次エネルギー消費量」
以下となるようにしなければならない。

設計一次エネルギー消費量 ≦ 基準一次エネルギー消費量 ⇒ BEI ≦ 1.0

①設計一次エネルギー消費量
　設計一次エネルギー消費量は、空気調和設備、機械換気設備、照明設備、給
湯設備、昇降機のほか、事務機器・家電調理等も含めたエネルギー消費量の合
計とする。また、太陽光発電設備やコージェネレーション設備などの「エネルギー
利用効率化設備」により削減できる一次エネルギーは、差し引くことができる。
②基準一次エネルギー消費量

　200 を超える室用途ごと、地域区分ごとに、標準的な設備とした場合の一次
エネルギー消費量の基準値が定められており、それらを合計して求める。

③大規模非住宅建築物の省エネ基準
　2,000㎡以上の非住宅建築物は、新築・増改築において次の値以下となるよ
うにしなければならない。

用途 省エネ基準［BEI］
工場等 0.75

事務所、学校、ホテル、百貨店等 0.80
病院、飲食店、集会所等 0.85

2．住宅の省エネルギー基準

　建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律（建築物省エネ法）では、
新築住宅の省エネルギー基準として、外皮（外壁、窓等）性能と一次エネルギー
消費性能に基準を設けている。外皮性能については、外皮平均熱貫流率（ＵＡ値）

屋内周囲空間は、ペリメー
ターゾーンに相当する。

【用語】一次エネルギー消費量
建築物では電気、灯油、都
市ガス等の二次エネルギー
が多く使用されているが、
それを化石燃料、水力・太
陽光等の一次エネルギー消
費量へ換算したもの。

2410 

 R0320  



6/9 2025 一級 環境



7/9 2025 一級 環境

第8章　建築設備と環境

176

5

10

15

20

25

30

35

3．省エネに基づく届出

1建築物省エネ法
　建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律（建築物省エネ法）では、
原則、全ての住宅・非住宅を新築、増築、改築する際に、省エネ基準への適合を
義務付けている。
①適合方法・手続き
　原則、省エネ基準への適合を確認するために、新三号特例を除き、エネルギー
消費性能適合性判定（省エネ適判）を受けなければならない。また、省エネ適
判を行うことが比較的容易なものとして、次に定める住宅の建築は、省エネ適
判が不要となる。
・外皮性能及び一次エネルギー消費量に関する仕様基準に適合する住宅
　（気候風土適応住宅では、一次エネルギー消費量に関する仕様基準に限る）
・住宅品確法の設計住宅性能評価を受けた住宅の新築
・長期優良住宅法の認定又は住宅品確法の確認を受けた住宅の新築

適合義務対象物における手続き・審査の要否

省エネ基準適合義務※ 省エネ適判 建築確認・検査

階数２以上又は 200㎡超 適合義務 必要 必要

審査が容易な住宅
（仕様基準等） 適合義務 不要 必要

平家かつ
200㎡以下

都市計画区域・
準都市計画区域内 適合義務 不要 必要

（一部省略）
都市計画区域・
準都市計画区域外 適合義務 不要 不要

※以下の４つを除く
・10㎡以下の新築、増築、改築
・居室を有しないこと又は高い開放性を有することにより空気調和設備を設ける必要がないもの
・歴史的建造物、文化財等
・応急仮設建築物、仮設建築物、仮設興行場等

②増築・改築
　増築・改築において、省エネ基準に適合させる部分は、増築・改築を行った
部分である（建築物全体ではない）。また、修繕・模様替（いわゆる一般のリ
フォーム・改修）は省エネ基準適合義務の対象ではない。

●住宅トップランナー制度
　一年間に一定戸数以上の住宅を供給する事業者に
対して、国が、目標年次と省エネ基準を超える水準
の基準（トップランナー基準）を定め、新たに供給
する住宅について平均的に満たすことを努力義務と
して課す制度。

建築物省エネ法が改正さ
れ、2025年４月から特定の
用途・規模を対象とした届
出義務（中規模以上の住宅）
や説明義務（小規模の住
宅・非住宅）制度は、廃止
され、適合義務へと統一さ
れる。

【用語】新三号建築物
建築基準法改正（2025 年
４月施行）により、（旧）
四号建築物は新二号建築物
と新三号建築物に振り分け
られる。新三号建築物は、
都市計画区域等内の平家か
つ延べ面積 200㎡以下の建
築物。

【用語】新三号特例
新三号建築物は、省エネ基
準への適合義務はあるが、
建築士が設計・工事監理を
行ったものについては、特
例として省エネ適判（ほか
構造関係規定等）が省略さ
れる。なお、（旧）四号か
ら新二号となる建築物で
は、省エネ適判等は省略さ
れない。

300㎡
以上

300㎡
未満

（小規模　
　建築物）

建築物 住宅

適合義務
【省エネ基準適合】

【省エネ適合性判定】

届出義務
【基準に適合せず、必要と認める場合、

指示・命令等】

特定建築物

建築士から建築主への説明義務

努力義務
【省エネ基準適合】

＋
建築士から建築主への説明義務

努力義務
【省エネ基準適合】

トップランナー制度
【トップランナー基準適合】

＋

分譲型
（建売）

請負型
（注文）

分譲マンション

注文戸建住宅

賃貸アパート

建売戸建住宅

対象住宅

※５　テキストへの切り貼り用
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※６　項目別問題集（No.378）への切り貼り用
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□□□ Ｂ 374

建築物の省エネルギー基準における一次エネ
ルギー消費性能の評価指標ＢＥＩは、「評価
建築物の省エネルギー量の合計」を「評価建築
物の基準となる一次エネルギー消費量」で除
した値と定義されている。

R0520

－2
★★ ×

設問の「省エネルギー量」を「基準一次エネルギー消費量」で除した値は、ＥＲＲ
（Energy Reduction Rate：一次エネルギー低減率）で、その値が大きいほど省エネ
性能が高い。ＢＥＩ（Building Energy Index）は、「設計一次エネルギー消費量」を「基
準一次エネルギー消費量」で除した値で、その値が小さいほど省エネ性能が高い。

□□□ Ｂ 375

ＣＡＳＢＥＥにおいて、建築物の設備システ
ムの高効率化評価指標として用いられるＥＲ
Ｒは、「評価建物の省エネルギー量の合計」を

「評価建物の基準となる一次エネルギー消費
量」で除した値である。

H2520

－1
★★ 〇

ＣＡＳＢＥＥにおいて、設備システムの高効率化の評価を行うためのＥＲＲ
（Energy Reduction Rate）は、建物全体での省エネ効率の程度をあらわす指標（一
次エネルギー低減率）で、「評価建物の省エネルギー量の合計」を「評価建物の基準と
なる一次エネルギー消費量」で除した値で表される。ＥＲＲ値が大きいほど設備シ
ステムの省エネ性能が高いと評価できる。

□□□ Ａ 376

日本における建築物の総合環境性能評価シス
テムとしてはＣＡＳＢＥＥがあり、他国にお
いてはＢＲＥＥＡＭ（英国）、ＬＥＥＤ（米国）
等がある。

H3020

－1
〇

日本における建築物の総合環境性能評価システムとしてはＣＡＳＢＥＥがあり、他
国においてはＢＲＥＥＡＭ（英国）、ＬＥＥＤ（米国）等がある。

□□□ Ａ 377

ＬＥＥＤ（Leadership in Energy & 
Environmental Design）は、建築物や敷地等
に関する環境性能評価システムの一つであ
り、取得したポイントの合計によって４段階
の認証レベルが決まる。

R0220

－2
〇

ＬＥＥＤとは、1996年にアメリカで開発された、総合環境性能評価システムである。
ＬＥＥＤ認証を受けるためには、いくつかの必須条件を満たし、選択項目のポイン
トを取得する。その取得したポイント数によって認定レベルが決められ、認定レベ
ルは、標準・シルバー・ゴールド・プラチナの４段階に分けられている。

□□□ Ａ 378

ＢＥＬＳは、新築及び既存建築物を対象とし
て、エネルギー消費性能を第三者評価機関が
評価し認証する制度である。

R0620

－1
★★ 〇

ＢＥＬＳ（Building Energy efficiency Labeling System：建築物省エネルギー性能
表示制度）は、新築及び既存建築物を対象として、エネルギー消費性能を第三者評
価機関が評価し認証する制度である。ＢＥＬＳは、「ＢＥＩ（設計一次エネルギー消
費量／基準一次エネルギー消費量）」の値に基づいて、再エネ設備のない住宅では５
段階（☆０～４）、「再エネ設備のある住宅」及び「非住宅」では７段階（☆０～６）の星
の数で格付けされ、ＢＥＩの数値が小さいほど星の数が増え、省エネ性能が高い建
築物であることを示す。

□□□ Ａ 379

「ＢＥＬＳ（建築物省エネルギー性能表示制
度）」は、第三者評価機関が建築物の省エネル
ギー性能を評価し認証する制度で、性能に応
じて５段階の星の数等で表示される。

H2920

－3
★★ 〇

同上。

□□□ Ａ 380

建築物省エネルギー性能表示制度（ＢＥＬＳ）
における「ＢＥＩ（Building Energy Index）」
は、値が小さいほど建築物の省エネルギー性
能が高いと判断される。

H2720

－3
★★ 〇

同上。

□□□ Ａ 381

建築物省エネルギー性能表示制度（ＢＥＬＳ）
の５段階のマークは、ＢＥＩの値が大きいほ
ど星の数が増える。

R0320

－1
★★ ×

ＢＥＩの数値が小さいほど星の数が増え、省エネ性能が高い建築物であることを示
す。


